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実施団体の紹介

ワイルドナイツジュニアユース

公式HP : https://wildknights-jryouth.com/

活動理念：私たちはラグビーを通じて世界のひとびとになくてはならない存在でありたい

ミッション：次代を担う子供たちに、夢を持つことの素晴らしさを伝える



実施団体の紹介
埼玉パナソニックワイルドナイツ
ホストタウン：熊谷市

1960年：創部
1996年：全国社会人大会優勝（サントリーと同点優勝）
2004年：ジャパンラグビートップリーグ開幕
2008年：第45回日本ラグビーフットボール選手権大会優勝（初）
2009年：第46回日本ラグビーフットボール選手権大会優勝
2010年：第47回日本ラグビーフットボール選手権大会優勝
2011年：トップリーグプレーオフトーナメント優勝（初）
2014年：トップリーグプレーオフトーナメント優勝/第51回日本ラグビーフットボール選手権大会優勝
2015年：トップリーグプレーオフトーナメント優勝
2016年：トップリーグプレーオフトーナメント優勝
2021年：第58回日本ラグビーフットボール選手権大会優勝
2021年：埼玉パナソニックワイルドナイツに名称変更/熊谷市に本拠地を移動
2022年：NTTジャパンラグビーリーグワン優勝（初年度）



実施団体の紹介
NPO法人ワイルドナイツスポーツプロモーション
所在地：群馬県太田市
設立：2015年4月1日

主な事業

ラグビーアカデミー事業：平日放課後にラグビー教室を開催（前橋市、高崎市、太田市、熊谷市）
ラグビー普及事業：小学校、幼稚園、保育園を中心にラグビー体験やタグラグビーを指導
指導者講習会/講演会：指導者資格講習会の講師や民間企業や教育機関へ講演会を実施
ウェルフェア活動：デフラグビーの支援、人権学習、支援学校でのふれあい活動を定期的に実施



実施団体の紹介
主なスタッフ 活動方針

ヘッドコーチ、アシスタントコーチ、メディカルトレーナー、事務局、通訳 他。



実施事業を始めるにあたって

①子ども達に一つでも多くの選択肢を提供する
　→様々な運動競技の体験、経験、部活動との共有

③複合的な指導の提供
　→各種専門スキルを提供できる指導者との触れ合い

②子ども達に多様な環境で運動を行う場を提供する
　→学校、民間施設、行政施設など

④指導者育成
　→③に伴う指導者が活躍できる場所の提供

⑤社会貢献の機会の提供
　→地域清掃活動、各種ボランティア活動への参加など



2023年度より推進される「公立中学校の運動部活動の地域移行」がきっかけ

ジャパンラグビーリーグワンの参入条件

部活動 ラグビースクール

両立 両立

実施事業を始めるにあたって

ジュニア世代は二重登録が可能



実施事業の内容
対象者：中学生（経験者、未経験者問わず）

活動日：金曜日（19:00-20:30）
土曜日（15:00-16:30）
日曜日（15:00-16:30）

活動場所：立正大学（熊谷市）
熊谷スポーツ文化公園（熊谷市）
さくらオーバルフォート（熊谷市）
日本薬科大学（伊奈町）

月謝：¥15,000/年間運営費：¥10,000（保険代、施設代、登録料）



実施事業の内容

公式LINEを活用し、スケジュールの配信や
活動レポートの配信、また参加の出欠も事前に共有

2023年4月に説明会と体験を実施
2023年5月より本格的に活動を開始



実施事業の内容
トレーニングプランの例



実施事業の内容

定期的な体験会の実施 社会貢献活動（募金活動） 試合観戦（埼玉ワイルドナイツ）



実施事業のサポート
埼玉パナソニックワイルドナイツ

立正大学

日本薬科大学

民間団体による優先的な施設貸出



実施事業のサポート

埼玉県、埼玉県ラグビーフットボール協会にも後方支援をいただいております。

熊谷スポーツ文化公園



実施事業の課題

既存のラグビースクール（クラブ）との協働の理解がなかなか得られず、対立チームとして敬遠されている。

入会者の人数が思っている以上に伸びていない

中学1年生 中学2年生 中学3年生 合計

13人 1人 1人 15人

理由①）説明が不十分で理解が得られていない
理由②）既存のチームとの両立が難しい
理由③）公式戦（大会）に出場することを現時点では目的にしていない
理由④）金銭的な問題

活動場所が毎回変わるため、参加者の住まいによっては毎回通うことが困難

部活動を地域移行していくための情報収集 *多くの学校にラグビー部があるわけではないので



今後の展開
2024年4月より本格的にチームとしての活動をスタート
→主登録をメインとして、公式戦や大会に出場する
各学年20名程度の選手を集めて、全ての選手に試合をする機会を提供
リーグワンに加盟するチームとの交流（試合）の機会を作る
高校や大学、さらには社会人になってもラグビーに関わる人材育成
→栄養セミナーやインテグリティ教育、社会貢献事業の実施
指導者育成
→日本ラグビーフットボール協会のライセンスの取得



まとめ

この度の実証事業を通しての成果を徹底的に洗い出して、ジュニア世代に対して価値を持って 

もらえる活動を提供していきます。それはラグビーという競技の理解だけでなく、理念や精神 

など、ラグビーの根本を学び、団体競技に欠かせない仲間への思いやりや感謝、協力をする姿 

勢を育み、さらには家族への感謝の気持ちを大切にする人になってほしいという願いを込めて 

積極的に取り組んで参ります。



ノーサイド

ご清聴、誠にありがとうございました。


